
  

基 安楽 第 0728001 号 

平成 f  5 年 7 月 2  8  日 

 
 

社団法人日本鉄鋼連盟会長 殿 

厚生労働省労働基準局安全衛生部長 

鉄鋼業における 労働災害防止のための 緊急安全点検の 実施について  
 

鉄鋼業 ( 鋳物業を除く。 ) においては、 平成 1 3 年以降死亡災害が 増加し、 本年も 

前年の同期を 上回る死亡災害が 既に発生していることを 受け、 本年 5 月 1 2 日付 け基 

登第 0512001 号「鉄鋼業における 労働災害防止対策の 徹底について」 ( 以下「局長通達」 

という。 ) において、 黄連盟に対し、 労働災害防止対策の 徹底を要請したところです。 

  そのような状況の 申で、 本年 7 月 t l 日に福岡県内の 製鉄所において、 溶 鋼を入れ 

た鍋をグレーンで 秤量 機 に載せる際に 当該鍋から 溶鋼 が流出し、 1 名が死亡、 2 名が 

負傷するという 重大な労働災害が 発生しましたことは、 誠に遺憾であ ります。   
今回の災害の 原因等については 現在調査中ですが、 溶 鋼の運搬等多量の 高熱物の取 

扱い作業及びクレーンを 用いた重量 物 運搬作業における 同種災害の再発を 防止するた 

めには、 局長通達で要請した 事項の徹底に 加え、 当該作業において 災害にっながるお 

それのあ る危険要因を 把握し、 適切な改善対策を 講ずることが 必要であ ります。 

つきましては、 黄連盟におかれても、 事態の重大性を 認識いただき、 局長通達で要 

請した事項の 徹底を引き続き 図るとともに、 特に下記事項について、 傘下会員の事業 

場 ( 下記 1 及び 2 については、 構内下請事業場も 含む。 ) において、 安全点検を実施し、 

問題が認められた 事項については 確実な改善措置を 講じられますよ う 、 要請します。 

なお、 安全点検の実施結果につきましてほ、 平成 1 5 年 9 月 3 0 日までに、 本職あ 

て報告いただくよ う 併せて要請します。 
  

  

 
 

  

 
 

  



- 己 

ェ 溶 鋼の運搬等多量の 高熱物の取扱い 作業を行 う 場所における、 当該高熱物の 飛散、 

流出等により、 労働者に危害を 及ぼすおそれのあ る工程を特定し、 当該危険要因に 

起因する労働災害を 防止するための 適切な対策を 講ずること。 

2  クレーンを用いた 重量 物 運搬作業中において、 運搬中の危険要因を 特定し、 当該 

危険要因に起因する 労働災害を防止するための 適切な対策を 講ずること。 

なお、 当該対策には、 適切な運搬経路の 確保並びにクレーンの 点検整備及び 安全 

  な運転操作の 徹底を含めること。 

3
 
上記の対策を 徹底するため、 点検結果を含めて 管理監督者等への 周知、 関係労働 

者への安全衛生教育の 徹底等の措置を 講ずること。 

 
 

 
 

  

 
 

  

  

  

  

 
 

  

  
  
    
 
 

 
 



( 参考 ) 

製鉄所における 溶鋼 流出災害について 

1  発生日日 寺 

平成 1 5 年 7 月 ェ 1 日 ( 金 ) 午後 1 時頃 

2  被災状況 

死亡 1 名、 負傷 2 名 ( 火傷 ) 

3  災害発生状況 

溶鋼 約 1 5 5 トンが入った 取鍋 ( とり べ ) を天井クレーンで 秤量 機 に載せる際に、 

取鍋が 傾き、 中に入っていた 約 1,5 00 度の溶 鋼 約 1 00 トンが流れ出し、 約 1 0 

メートル離れた 記録 室 付近にいた労働者が、 溶鋼 に触れて、 被災した。 

原因等については 調査中。 

 
 

 
 

 
 



都道府県労働局長 殿 

基 空発 第 0728002 号 

平成 1 5 年 7 月 2 8 日 

厚生労働省労働基準局安全衛生部長 

( 公 印 省 略 ) 

  

鉄鋼業における 労働災害防止のための 緊急安全点検の 実施について 

鉄鋼業 ( 鋳物業を除く。 ) では平成 1 3 年以降死亡災害が 増加し、 本年も前年の 同期 

を上回る死亡災害が 既に発生していることを 受け、 本年 5 月 1 2 日付け 基 登第 

0512001 号「鉄鋼業における 労働災害防止対策の 徹底について」 ( 以下「局長通達」と 

い う 。 ) において、 社団法人日本鉄鋼連盟会長に 対し、 労働災害防止対策の 徹底を要請 

したところであ るが、 本年 7 月 1 1 日に福岡県内の 製鉄所において、 溶 鋼を入れた 鍋 

を クレーンで秤量 機 に載せる際に 当該鍋から 溶鋼 が流出し、 1 名が死亡、 2 名が負傷 

するという災害が 発生した。 

このような状況に 鑑み、 同種災害の再発防止のため、 局長通達で要請した 事項の徹 

底 に加え、 緊急安全点検の 実施について、 改めて社団法人日本鉄鋼連盟会長あ て、 別 

添 のとおり要請したところであ る。 

ついてほ、 各局においても、 本 要請を踏まえ、 関係事業場に 対し、 労働災害防止の 

一層の登底を 図られた い 。 


